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社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム（以下「本システム」といいます。）の2026
年度の稼働にあたり、本システムの主な変更点について説明します。

変更点① 社会福祉協議会の勘定科目における特定科目を非表示へ変更

変更点② 財産目録における表示切り替え機能にて非表示となる条件の変更

変更点③  「拠点全体入力」を選択することよる分析用スコアカードへの影響を追記

変更点④ 分析用スコアカードのダウンロード画面にて注意事項を追記

概要
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1.入力シート

（1）社会福祉協議会の勘定科目における特定科目を非表示へ変更

U
P
D
AT
E

変
更
点
①

財務諸表等入力シートの勘定科目の設定で社会福祉協議会を選択した場合、事業活動計算書勘定科目の特別
収益に属する「サービス区分間繰入金収益」および特別費用に属する「サービス区分間繰入金費用」が、表示されな
いよう修正しました。

「サービス区分間繰入金収益」および「サービス区分間繰入
金費用」を、非表示に変更
サービス区分間固定資産移管収益・費用も同様に非表示
へ変更

変更前

変更後
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1.入力シート

（2）財産目録における表示切り替え機能にて非表示となる条件の変更

U
P
D
AT
E

変
更
点
②

財産目録における表示切り替え機能に関し、従来では貸借対照表価額が0円の場合、その科目は非表示とな
るが、貸借対照表価額、取得価額および減価償却累計額が、全て0円である場合に科目を非表示とする仕様
に変更しました。

科目非表示の条件を、以下に変更
貸借対照表価額、取得価額および減価償却累計額 が、全て0円である場合

貸借対照表価額が0円でも、取得価額および減価償却累計額 が、0円ではない
場合は、科目は表示
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1.入力シート

（3） 「拠点全体入力」を選択することよる分析用スコアカードへの影響を追記

U
P
D
AT
E

変
更
点
③

計算書類の作成時に、「拠点全体入力」を選択することよる分析用スコアカードへの影響を、「計算書類」および「事
業」シートに追記しました。

拠点全体入力を選択することに
よる分析用スコアカードへの影響
を追記

・「計算書類」シート

・「事業」シート
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2.分析用スコアカードダウンロード画面

（4） 分析用スコアカードのダウンロード画面にて注意事項を追記

U
P
D
AT
E

変
更
点
④

分析用スコアカードのダウンロード画面にて、作成条件の年度に関する注意事項を追記しました。
分析用スコアカードの説明シートにも同様の注意事項を記載しました。

作成条件の年度に関する注意
事項を追記

・所轄庁

作成条件の年度に関する注意
事項を追記

・法人
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